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【寄稿】 

埼玉県高等学校情報教育研究会誌に寄せて  
 

教育局県立学校部高校教育指導課 指導主事 髙井 潤

はじめに 

このたび、埼玉県高等学校情報教育研究会「平成30

年度研究会誌」が発刊されますこと、心からお喜び申

し上げます。 

また、埼玉県高等学校情報教育研究会員の皆様には、

日頃より本県情報教育の充実・発展のため御支援、御

協力をいただいておりますことに深く感謝申し上げま

す。発刊に寄せて「情報教育」に関する話題について

拙筆させていただきます。 

１ 新学習指導要領における情報教育 

 初等中等教育段階における情報教育は、小学校には

情報教育を専門的に扱う特定の教科等を置かず各教科

等で横断的に、中学校では技術・家庭科技術分野を中

心に各教科等で、高等学校では共通教科情報科を中心

に各教科等で行うこととなっている。現行学習指導要

領では、小・中・高の各成長段階に応じた情報活用能

力の育成は示されていたが、初等中等教育段階をとお

した組織的・体系的な情報活用能力を育む視点は明確

ではなかった。 

 近年、情報技術の急激な進展や、子供たちを取り巻

く環境が劇的に変化する中で、これからの社会を生き

抜くために必要な資質・能力の育成を担う学校教育の

在り方が大きく変化してきた。新学習指導要領では、

こうした社会の要請を受けるように、小・中・高の各

成長段階における情報教育の質的改善や、体系的な情

報教育の展開等が明示され、学校教育全般で情報活用

能力の育成を目指している。また、今回の改訂におい

ては、情報活用能力を言語活動と同様に学習の基盤と

なる資質・能力と位置付け、各教科等の特性を生かし、

教科等横断的な教育課程の編成を図るものとすること

が明記されている。 

２ 新学習指導要領実施に向けたICT環境整備の推進 

 新学習指導要領においては、先述のとおり「情報活

用能力」を、言語能力、問題発見・解決能力等と同様

に、「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けるとと

もに「各学校において、コンピュータや情報通信ネッ

トワークなどの情報手段を活用するために必要な環境

を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を図

る」ことを明記する等、今後の学習活動において、よ

り積極的にICTを活用することを求めている。 

 文部科学省では、新学習指導要領の実施を見据え、

学校において最低限必要かつ優先的に整備すべきICT

環境整備について明示するため、平成30年12月に「平

成30年（2018年）度以降の学校におけるICT環境の整備

方針」を取りまとめ公表している。また、学校におけ

るICT環境の整備に必要な経費については、平成29年12

月に示された「教育のICT化に向けた環境整備5か年計

画（2018～2022年度）」に基づき、各都道府県に対し予

算措置が講じられるなど、学校におけるICT教育環境の

充実に本格的に取り組む条件が整ってきている。 

 これらを踏まえ、平成30年6月に閣議決定された第3

期教育振興基本計画においては、「『平成30年度以降の

学校におけるICT環境の整備方針』に基づき、学習者用

コンピュータや大型提示装置、超高速インターネット、

無線LANの整備など、各地方公共団体による計画的な学

校のICT環境整備の加速化を図る」ことが明記されてお

り、新学習指導要領実施に向け、その実現に向けた各

地方公共団体の迅速な対応が求められている。 

 こうした状況を鑑み、本県では、平成30年度から普

通教室へのプロジェクターの常設や、タブレット端末、

アクセスポイントの整備に着手し、県立高校全校に順

次ICT教育環境の整備を進めていく計画である。 

３ 高等学校共通教科情報科への期待 

新学習指導要領では、小学校段階からプログラミン

グ教育が導入される等、より一層ICT活用を経験した生

徒が高校に進学してくることになる。教科情報は、小・

中学校で育成されてきた情報活用能力を、知識・技術

の体系として整理し、情報技術や情報社会を科学的に

見据える視座を持たせる教科としての位置付けとなる。

また、教科指導に当たっては、情報活用能力が学習の

基盤となる資質・能力と定義され直し、中学校までの

各教科等において教科横断的な視点から育成されてい

ることを踏まえると、情報科の学習をとおして生徒の

情報活用能力がさらに高まるよう、経験を知識として

再整理するような授業構成が求められる。 

おわりに 

戦後最大、あるいは明治以来と言われる大きな教育

改革が進んでいます。今、我々に求められることは、

「変化」の本質を見極めることです。そのためには、

今まで取り組んできたことを見つめなおし、どこを変

え、どこを守るのかを詳らかにしていく必要がありま

す。会員の皆様には、英知を結集しこの課題に取り組

んでいただきたいと思います。 

 最後になりますが、埼玉県高等学校情報教育研究会、

並びに会員の皆様の御発展と埼玉県の情報教育の進展

を祈念し、筆を置かせていただきます。 



【寄稿】 

埼玉県高等学校情報教育研究会誌に寄せて 

県立総合教育センター 指導主事 大塚 幸誠 

 
はじめに 

 埼玉県高等学校情報教育研究会員の皆様におかれ

ましては、日頃より埼玉県教育委員会の事業に御理

解と御協力を賜りまして深く感謝申し上げます。 

 平成29年度末には、高等学校の新しい学習指導要

領が告示されました。また、続いて平成30年7月には、

新学習指導要領解説が示されました。現在の高校生

たちが近い将来迎える、予測が困難な時代には、進

化した人工知能（AI）が様々な判断を行ったり、身

近な物の働きがインターネット経由で最適化された

りするIoT が広がるなど、Society5.0 とも呼ばれる

新たな時代になっていることでしょう。このような

中、私たちは子供たちに身に付けさせる資質・能力

について、考える必要があります。 

 ここで若干ではありますが、これらの一助となり

うる県の取組について述べさせていただきます。 

 

 本県では、「第2期 生きる力と絆の埼玉教育プラン

-埼玉県教育振興基本計画-」を策定し、平成30年度

まで実施しているところです。この中の基本目標に

「質の高い学校教育を推進するための環境の充実」

があります。特に「埼玉の挑戦」として、「大学や国

の研究機関など、外部機関と連携した先進的な研究

や研修を実施する」や、「課題解決や授業力の向上な

どに向け、チームで対応する体制や教職員同士のネ

ットワークを構築するとともに、チームや学校が互

いの取組について成果を検証し活用する仕組みを検

討する」があります。そして、新たな価値を創造す

る資質・能力を一人一人の子供たちに確実に身に付

けさせるため、以下のようなICTを活用した事業や施

策を実施しています。 

○「未来を拓く『学び』プロジェクト」  
  今年度も県教育委員会では「学びの見取りと振り

返りに基づく継続的な授業改善」を研究テーマに、

すべての教科においてそれぞれ重点授業研究会を実

施し、授業前から授業後にかけての研究協議までを

ひとつのパッケージとし、授業の質を高める取組を

中心に行っています。今後も本県の「学びの改革」

の更なる推進を図りつつ、「未来を拓く『学び』プロ

ジェクト」での一層の取組を進め、成果を発信して

まいります。 

○「Saitamaモデル」を世界へ 

 JICA草の根技術協力支援事業の採択を受け、産学

官が連携し、「知識構成型ジグソー法」による授業を

フィリピン共和国に広める事業「埼玉版アクティ

ブ・ラーニング型授業による授業改善のための教員

研修支援プロジェクト」に取り組んでいます。 

○専門研修「プログラミング教育研修会」 

 小中学校の新学習指導要領では、小学校段階から

論理的思考を育成していくことが示されています。

高等学校の新学習指導要領では、中高の接続を意識

した教育課程の編成が必要であるとも示されていま

す。県立総合教育センターではこれらを受け、専門

研修「プログラミング教育研修会」を全２日間の日

程で実施しています。 

 １日目は、タブレット端末用のプログラミング言

語の基本操作や、アンプラグドコンピューティング

の体験をするなど、授業実践を意識した研修を行い

ました。 

 ２日目は、マイクロコンピュータ「micro:bit」と、

ビジュアルプログラミング言語の基本操作等につい

て体験し、教科指導におけるプログラミング教育の

可能性について研修を行いました。  
○「ICTを活用した論理的思考力に関する研究」 

 県立総合教育センターでは、【リーディングスキル

テストに関する研究】と【小・中・高の接続を考え

たプログラミング教育に関する研究】を合わせた

「ICTを活用した論理的思考力に関する研究」を、平

成31年度までの２年間で行っています。調査研究協

力委員会を立ち上げ、高校４校と中学校２校、小学

校１校の計７名の研究協力委員が授業を実施しまし

た。各研究協力委員は、発達段階に応じたプログラ

ミング教育と、読解力を測定するためのリーディン

グスキルテストに関する研究を行い、児童生徒の論

理的思考力を育成する指導について検証をしていま

す。今年度は、各研究員が実践する中で発見した課

題を明確にし、次年度へ向けて課題を解決する手法

についてまとめているところです。 

 

おわりに 

 新学習指導要領の確実な実施と全県への普及には、

埼玉県高等学校情報教育研究会の皆様のお力が必要

不可欠であると考えます。今後も埼玉県高等学校情

報教育研究会、並びに会員の皆様の御発展と埼玉県

の情報教育の進展を祈念いたしまして結びとさせて

いただきます。 



【総会・講演会】 

 
平成30年度埼玉県高等学校情報教育研究会総会・講演会 報告 

埼玉県立大宮南高等学校    教諭 横井 綾香 

埼玉県立大宮武蔵野高等学校  教諭 竹内 律子  
 
はじめに 

 平成30年5月23日に埼玉県立大宮高等学校で平成30
年度総会および講演会が開催された。以下にその概要

を報告する。  
 
１ 総会・講演会概要 
（１） 日時・場所 

平成30年５月23日（水）14:00～16:30 

埼玉県立大宮高等学校 やまぼうし会館2階 

（２） 参加者 37名 

（３） 総会次第 14:00～ 

(ア) 開会行事 

あいさつ 
埼玉県高等学校情報教育研究会副会長  
埼玉県立皆野高等学校校長 松本英和先生  

 
 
埼玉県教育局高校教育指導課  
指導主事 髙井潤先生  

 

 
 
埼玉県立総合教育センター  
指導主事 大塚幸誠先生  

 
(イ) 総会 議題 

ア 平成29年度事業報告について  
イ 平成29年度決算について  
ウ 平成30年度役員改選について  
 
松本新会長をはじめ各役員が承認された  

 
エ 平成30年度事業計画（案）について  
オ 平成30年度予算（案）について  

（ウ）諸連絡  
  ア 第11回全国高等学校情報教育研究会全国大  

会（秋田大会）について  
  イ 研究委員会について  
（４）講演会 15：00～ 
  ア 講演者紹介 
  イ 講演 
    「高等学校情報科の現状と情報入試」  
     電気通信大学 准教授 中山 泰一先生 



  ウ お礼の言葉 
埼玉県高等学校情報教育研究会会長  
埼玉県立皆野高等学校校長 松本英和先生  

２ 講演会について  
（１）講演概要 

 講題 「高等学校情報科の現状と情報入試」 

 講師 電気通信大学 准教授 中山 泰一先生 

 

 

（２）講演概要 

 全国的に調査した情報科教員の採用や兼任の状況な

ど、情報科を担当する教員の現状について説明があっ

た。その状況と照らし合わせて、埼玉県の現状と役割

についても触れられ、埼玉県の情報科教員に大きな期

待を寄せているとのお話があった。 

 また、この講演会の数日前に未来投資会議で新学習

指導要領の「情報Ⅰ」を入試科目として検討が始まっ

ていることにも触れながら、情報入試の現状について

説明され、情報入試にも期待されていることが語られ

た。 

 

 

 

おわりに 

 小学校からのプログラミング教育をはじめとして教

科情報に対する時代の要望を強く感じる今日である。

一方、大半の高校生は日本語を読み取る、相手と意思

の疎通をはかる、考えを文章で書く、といった基礎学

力が不十分である。新教育課程「情報Ⅰ」をどのよう

に基礎学力に結び付けていくのか、本講演で一つの方

向性を示していただいた。中山 泰一先生に心より御

礼申し上げたい。  
 松本英和先生、髙井潤先生、大塚幸誠先生、今後と

も高等学校情報教育研究会の「進化」にご尽力を賜り

たくよろしくお願いいたしたい。 



【全国大会】 
 

 

第１１回全国高等学校情報教育研究会全国大会（秋田大会）報告 

埼玉県立草加東高等学校  教諭 大谷 光  

 
はじめに 

第11回全国高等学校情報教育研究会全国大会（秋田

大会）は、秋田県の秋田公立美術大学で開催され、全

国各地より252名の参加者があった。東北地方では初

の開催であった。本研究会からも、役員や発表者とし

て会員が参加した。  

 

１ 大会概要 
（１）大会名称  

第11回全国高等学校情報教育研究会全国大会  

（秋田大会） 

 

（２）日時  

2018年8月9日（木）13:00～17:00 

開会行事・基調講演・ライトニングトーク・ポスタ

ーセッション・企業展示 

2018年8月10日（木）9:00～16:00 

分科会・企業展示・講評講演・閉会行事  

 

（３）会場 

公立大学法人 秋田公立美術大学  

〒010-1632 秋田県秋田市新屋大川町12−3 

（４）目的  

全国の情報教育関係者が一堂に会し、講演、研究発

表、協議、情報交換等をとおして、これからの教科「情

報」の在り方及び課題解決の方策を探り、実践的な指

導力の向上を図る。  

  

２ 内容 
（１）大会テーマ  

「情報教育に関わるすべての人へ」  
 

（２）開会行事  

・開会のことば 

秋田県高等学校教育研究会情報教育部会部会長 

秋田県立横手清陵高等学校 信田 正之 校長 

・会長あいさつ 

全国高等学校情報教育研究会会長  

東京都立町田高等学校  牛来 峯聡 統括校長 

「全国高等学校情報教育研究会は、未来投資会議に

おいて示された大学入学共通テストに教科「情報」を

導入する方針を受け、より一層の研究・研鑽、および

研修機会の提供等を積極的におこなってまいります。」

と開会宣言が行われた。  

大会宣言については、全国高等学校情報教育研究会

（以下「全高情研」）のサイトに掲載されている。 

・来賓祝辞  

秋田県教育委員会教育長  米田 進 氏 

公立大学法人秋田公立美術大学長 霜鳥 秋則 氏  

 

（３）基調講演 

・講演者  

東北大学大学院情報科学研究科教授 堀田 龍也 氏 

・演題 

教育の情報化の動向と今後の展望  

 堀田教授からは高情研に期待することや新教育課程

を迎えるにあたっての情報科への期待することなどに

ついて講演いただいた。 

 

（４）ライトニングトーク  

第6回全国大会（京都大会）から導入された企画で

ある。分科会の発表者が90秒間で発表の概要や見どこ

ろ等を説明した。今大会でも多くの分科会発表者が説

明をした。  

（５）ポスターセッション  

 これからの教科「情報」の在り方及び課題解決の方策

を探り，実践的な指導力の向上を図るために，研究発

表，協議，情報交換の場として，ポスターセッション

を行った。今大会では25の発表が行われた。ポスター

セッションの発表題目・要旨については、全高情研の

Webサイトに掲載されているので参照していただきた

い。 

（６）分科会 

3つの分科会に分

かれ、24件の発表が

あった。今大会では

分科会ごとのテーマ

は明示されなかった。

本研究会からは、研

究委員会の報告とし

て、三郷北高等学校

の石井 政人教諭が

「反転学習を意識し

た動画教材の作成」を発表した。川越南高校の春日井 

写真 1 石井教諭の発表 



優教諭が「問

題解決に自然

言語処理と機

械学習を用い

た協働学習の

実践」を発表

した。発表ス

ライドについ

ては、全高情

研のWebサイ

トに掲載されているので、参照していただきたい。  

 

（７）講評講演 

・講演者  

国立教育政策研究所 教育課程研究センター研究開

発部 教育課程調査官  

(併)文部科学省 生涯学習政策局情報教育課 情報

教育振興室 教科調査官 

文部科学省 初等中等教育局 児童生徒課 産業教

育振興室 教科調査官 鹿野 利春 氏 

新教育課程における情報Ｉ、情報Ⅱについてやこれ

からの情報科に期待することについての講演をいただ

いた。  

鹿野氏の講演スライドについては全高情研のWebサ

イトに掲載されているので、参照していただきたい。  

 

（８）閉会行事 

・大会実行委員帳あいさつ 

秋田県高等学校教育研究会情報教育部会会長  

秋田県立横手清陵高等学校 信田 正之 校長 

・次期開催地あいさつ 

和歌山県情報教育研究会会長 

和歌山県立和歌山高等学校 西村 文宏 校長 

・閉会の言葉  

全国高等学校情報教育研究会副会長 

神奈川県立二宮高等学校 佐々木 修 校長 

 

おわりに 

次回の全国大会は、和歌山県で開催される。埼玉県

からもより多くの参加者があることを願いたい。  

 

第12回全国高等学校情報教育研究会全国大会  

日時：2019年8月10日（土）～11日（金） 

場所：国立大学法人 和歌山大学  

   〒640-8510 和歌山県和歌山市栄谷930 

 

 

 

最後に、全国大会実行委員の皆様、会場を提供して

いただいた秋田公立美術大学の皆様に感謝を申し上げ、

第11回全国高等学校情報教育研究会全国大会（秋田大

会）の報告とする。  

 

全国高等学校情報教育研究会Webサイト 

http://www.zenkojoken.jp/ 

 第11回全国大会Webサイト 

  http://www.zenkojoken.jp/11akita/ 
写真 2 春日井教諭の発表 



【施設見学会】 

 

 

平成３０年度埼玉県高等学校情報教育研究会施設見学会 報告 

埼玉県立所沢西高等学校  教諭 大場 拓八 

 
１ 日時 

平成３０年８月２８日（月）13：00～  
２ 施設見学会 会場 

富士通デジタル・トランスフォーメーション・

センター東京（浜松町）  
３ 概要 

   ・施設見学  
・AIセミナー＆ワークショップ体験会  

 
４ 講義・施設見学（13:00～） 

（１）AIワークショップ  
・フォトカード  
・アイデア・ノウハウカード（コンビニグラス）  

（２）ICT体感  
・ロケーションバッチ（位置測定）  
・バイタルセンシングバンド  
・センサーアルゴリズム  
・多言語自動翻訳によるダイバーシティコミュ

ニケーション  
・バーチャルリアリティをより身近に  
・働き方改革（Skype for Business）  
・軽量シンクライアント  
・生体認証（静脈）  

５ 講義・ワークショップ 

（１）第１部 AI 技術の基礎知識（14:00～）  
・アルファＧＯ  
・小説を書く（作家ですのよ）  
・作曲（in the 〇〇）ビートルズ風  
・絵画（The Next Rembrandt）  
※レンブラントらしい部品、女性の絵は描けな

い、１枚描くのに１８カ月かかる  
・自動車 Tesla Autopilot Predicts Crashes 

富士通によく問い合わせがある…  
 「なにかすごい AIがどこかにあるらしい」  
 「AI・下さい」  
 「我が社も AIを使いなさい」  
 「我が社のどこに AIが使えるか教えて下さい」 

          →そのようなものはありません  
・AIに教えてあげる、教えてあげる（教師データ）  
・フィルタによる特徴抽出  
・AIは人間のような思考はしていない  
<事例紹介> 
・リアルタイム人数カウント  
・レーダー画像から地下の空洞を調べる（川崎地質） 
・専門分野意味検索  
・ロボットとプロジェクションマッピング  

 （住民票の書き方） 
・ユニボ（unibo）ロボットＡＩプラットフォーム  

 
（２）第２部 富士通の先進技術（15:00～）  
・量子コンピューティング技術  
・組み合わせ最適化問題  
・AIを信じられますか AlhaGo  
人間では打たない一手  

→最初間違ったと思った  
          →後からその一手効いてきた 

（３）ワークショップ  
・ＡＩの活用を考えるワークショップ体験  
・本日のゴール  
自社でのＡＩ活用に向けた考え方のヒントを掴む  
・ＡＩで何かやりたい  
→こんなことやりたい  
→こんなことこうやってできないだろうか  
→こんなことをこうやってやっていこう  
→つぎはこれをやろう、さらにこうしてみよう  



 

ア 自己紹介の名札を作ろう（3分）→ 紹介（1 分）  
・ワークショップのエチケット  

主体的に動こう  
手を動かして形にしよう  
相手の意見を受け入れよう（Yes And）  
人間（ユーザ）中心発想を忘れずに  

・「good」                 
こんなことに使えそう  
こんな風になったらいいのに！  

・「顔」  
インプットを聞いてどんな感情になったか描く  

・「Bad」  
〇〇するにはこれがたりない  
まだこれができないな、badと思ったこと  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    当日使用したワークシートの一部  
 
イ 現状と理想を考える  
・AIを導入する場合のイメージ  
フォトカード → 抽象的なイメージカード  

・２枚選び貼り、選んだ理由を伝える  
・ペアになってインタビューをする  
・Whyで掘り下げる  
・相手も気づいていない価値観を探す（氷山の一角） 
・潜在意識（90％～97%）である  

 
ウ 方向性の決定 （5分）  
・オレンジが好きです  

→人にやさしい色だからです！  
・なぜなら・・・  

→怖いイメージがあるから です！  等  

 
エ 業務を考える・デザインアプローチ  
・業務から AIの活用を考える（3分）  
・困っている業務  
「毎日同じことの繰り返し」「危険」「改善したい」  
・現在課題だと思う業務は？  
自分の業務でも、ユーザの業務でも OK  

 →テーブルで共有  
 
オ アイデアの発想  
・インスピレーションカード  

→ブレストのためのヒントが書かれている  
→アイデア発想するためのカード  

 
６ おわりに 

（１）ワークショップの効果  
・テーマが決まる  
・やりたいことの方向性が見える  
・現場の意識が高まる  
・合意形成が取れる  
・いつも異なる環境で異なる視点で考えられる  
・完成までの道筋がイメージできる  
・状況により、必ずしもワークショップが〇〇で

きるというわけではない。  
 
（２）ワークショップで必要なこと  
・何について考えたいのか、テーマを決める  
〇〇での AI活用を考える  
〇〇ビジネスでの・・・  

・参加者を選定する  
 その他推進できる立場にある人が出席すべき  

 

様々なワークショップのスタイルがある中、今

回の方法（デザイン思考）は初めてだったのでよ

い経験となった。また学校関係者だけでなく、会

社関係者等、異業種の方と話をして意見交換しな

がらワークショップを進めることができたのは大

変有意義であった。  



【授業見学会】 

 

 

平成３０年度埼玉県高等学校情報教育研究会授業見学会及び研究協議会  

埼玉県立三郷北高等学校  教諭 石井 政人 

 
 
１ 概要 

（１）日時  
  平成３０年１１月７日（水）  

（２）会場  
  埼玉県立川越高等学校  

（３）授業担当者  
  村口将美教諭  

（４）参加人数  
約３０人  

 
２ 当日の時程 

（１）受 付 １３：３０～１３：５０  
（２）開会行事 １３：５０～１４：０５  

開会の言葉  
事務局 川越南高等学校 春日井優教諭  

あいさつ  
総合教育センター 大塚指導主事  
川越高等学校   村口将美教諭  

（３）授業見学 １４：１５～１５：０５  
１学年：情報の科学  
単元名：知的財産権  

 「グループによる知的財産学習」  
（４）研究協議 １５：２５～１６：２０  

   中堅教諭等資質向上研修、５年経験者研修、

初任者研修も兼ねた研究協議を行い、積極的な

意見交換が行われた  
（５）閉会行事 １６：２０～１６：３０  

開会の言葉  
事務局 川越南高等学校 春日井優教諭  

あいさつ  
総合教育センター 大塚指導主事  
川越高等学校   市川京教頭  

 
３ 学習指導案 

（１）単元名  
  数研出版 情報の科学  
  第４編 情報社会と情報モラル  
  第４章 情報社会における法と個人の責任  

Ａ 知的財産権  
（２）単元目標  
  著作権と産業財産権の保護の必要性を理解させる

とともに、そのために必要な法規及び個人の責任につ

いて理解させる。  
（３）単元の評価規準  
 関心・意欲・態度…著作権などの知的財産権の保護

について関心をもち、法律を守ろうとしている。  
 思考・判断・表現…著作権などの知的財産権を保護

することの必要性について考え、判断し、その結果を

適切に表現している。  
 技能…著作権などの知的財産権を侵害せずに、情報

機器を活用することができる。  
 知識・理解…著作権などの知的財産権を保護する必

要性や、その法律の目的について理解している。  
（４）単元観  
スマートフォン等情報機器の普及により、著作物を

複製や公衆送信、改変等をすることが容易となり、そ

れらを保護するとともに、すべての人が著作者や著作

権者になる機会が多くなっている。また、この法律で

定める権利の侵害によって、法律に疎い中高生が逮捕

される事件も起きている。それゆえに、高校生として

どうしても知っておかなければならない身近な法律で

あることを意識させたい。  
（５）指導観  
グループ学習を通して、生徒自らが主体的に課題に

取り組み、助け合い・学びあいながら深い学びにつな

げ、最終的には知的財産の保護とバランスをとりなが

ら文化の発展に寄与できる社会人を育成することをね

らいとする。  
（６）調べ学習・グループ活動でのルーブリック  
情報の収集…Ｓ非常に多くの情報収集をし、比較検

討することができる。Ａ基礎的な情報収集ができる。

Ｂ調べた情報の量が少ない。Ｃ課題に関連する情報が

全くない。  
思考・判断・表現…Ｓ調べた内容をわかりやすくま

とめ、自身の知識と関連付けながら考察・分析したう

えで、表現することができる。Ａ調べた内容を、自分

の考えを交えて表現することができる。Ｂ調べた内容

をまとめているが、自分の考えを入れることができな

い。Ｃ調べた内容をうまくまとめることができない。  
主体的に学習に取り組む態度…Ｓ積極的に意見を

述べ、わかりやすく表現し、うまく伝えることができ

る。Ａ積極的に意見を述べることができる。Ｂうなづ



 

くなど、傾聴することはできるが、自分の意見を述べ

ることができない。Ｃ議論に全く参加していない。 
知識・理解を深めるための態度…Ｓ新たに課題に興

味を持ち、問題点をよく調べ、一人ひとりが具体的な

意見を出し合い、深い理解につなげることができる。

Ａグループ全体で議論をし、解決することができる。

Ｂグループ一部だけで話し合いが行われ、不十分であ

る。Ｃグループでの話し合いは無い。  
問題の発見・解決に向けての態度…Ｓ新たな課題に

興味を持ち、問題点をよく調べ、一人ひとりが具体的

な意見を出し合い、深い理解につなげることができる。

Ａグループ全体で議論をし、問題を解決することがで

きる。Ｂグループの一部だけで話し合いが行われ、不

十分である。Ｃグループでの話し合いは無い。  
発表・発信…Ｓグループ全員が内容を深く理解し、

明瞭に、わかりやすく発表を行うことができる。Ａグ

ループの意見をまとめ、発表することができる。Ｂグ

ループの一部のメンバー中心にまとめ、発表している。

Ｃグループで発表したが、うまく伝えることができな

い。 
（７）指導計画  
時 指導内容  
１ ＜知的財産権の理解＞  

教科書、配布プリント、スライドを活用しなが

ら知的財産権とは何かを学習し、知的財産権で

ある産業財産権と著作権について、その目的と

基本的な考え方を理解する。  
２ ＜グループ学習＞  

①4 人×10 班に分かれ、各班 4 つのテーマがそ
れぞれ担当して調べ学習をする。ネットワーク

ドライブに配布データが用意されているので、

インターネット等を活用しながら調べ学習をし

ていく。その際、別の班と同じ担当者同士で着

席し、情報を共有して知識を深める。  
②各グループに戻り、それぞれの担当で調べた

内容をグループ内で発表・共有し、理解を深め

る。 

３
（
本
時
） 

＜グループ学習＞  
①前回同様、各グループ内での発表を続ける。  
②各グループに用意された発展問題を、意見を

出し合いながらＢ４の用紙にまとめ、全体に向

けて発表する。  
４ ＜グループ学習 まとめ＞  

前回の全体発表の続きをする。発表の態度、質

問や意見を積極的に出すように促し、様々な解

答の共通点や差異を考え、深い理解につなげて

いく。また、必要に応じてこれまでのグループ

活動や発表内容の補足や解説をし、生活の中で

の知的財産権に対する我々の態度について考察

させる。  
 

４ 授業形態及び意図・目的 

 ＰＣ教室だが、グループ学習を行うため、周辺の生

徒と班を組み話し合いや学びあいを行う。  

 
 
５ 研究協議 

 中堅教諭等資質向上研修、５年経験者研修、初任者

研修も兼ねた研究協議が行われ、研修対象者を中心に

様々な質疑応答が行われた。授業の導入で行っている

タイピングの指導に関する質問、ジグソー法を意識し

た学びあい学習に関する質問、生徒のプレゼンテーシ

ョン能力に関する質問、授業計画に関する質問、キャ

ラクターの権利に関する質疑がかわされた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究協議の様子  
  
６ 閉会行事 

 今年度の活動の報告や、1 月 7 日に行われる研究発
表会の案内などが行われた。  
 
おわりに 

ここ数年中堅教諭等資質向上研修、５年経験者研修、

初任者研修も兼ねた研究授業となっているおかげで、

参加人数も多く、積極的な意見交換が行われているよ

うに感じる。埼玉県高等学校情報教育研究会だけで研

究授業を行うよりは、他県の先生や他校種の先生など

様々な立場の方に授業を見てもらい、活発な意見交換

ができることがより良い研究授業となるかと感じた。  
 



 �

�

�

7 T A A

T L 7 T T

T

T T

L 7 T L 7

m  

h h T

 

A A I L

7 b

L ? N 7

o

15430 44 NT

L 7 L T T



L 7

(

 

NT

I T L 7 T LN

T T

N L 7

N

T

NT L 7 T ? T

N

T

LN N C ?T

 

T ?

T

NT 7 T

T T A

T A om

7

? o

T )- ke T

L 7

? 7

CT

A 7 T

N T Tro

N T A

L? N A 7



6  

5

f -

f m g

g

f o mtg

4

z f

v f x

g x z

l g s

z x f

n m x r s g

f f m r sf

× 51 f

v x r s g

n o

sf w f

r mn l g

r g

f r

l f r l g r

s o v mg

sm f rf

x

l g

f tlw g

f f

s f t t g

r f

t f m

r t g

f x s v

x r s g 1 m f

r mgz f

s g

f r x s

g

6 4

f , g

(

(

( ( t

s v

( )

( 5

( +

m g

x

m g

x x x r z

m w m g

rl fxx

w m g f ×

f f×

w m g

w m g f l f

w m g

l g m gl



t f f

o m mg

l f m

m w m g

f

w m g f

f f

o f o m

mg

o

m m g f

f o

g v

w m g

 

f

m g

m m f

z m f

z m x

l g

f A pm l f

rl g

x f

x g

fc fd

g f

z m g f

m o m g

f p

m m 、基数変換は数学
Ⅰ・Aで既に学習している内容となっている。 t

YouTube s

m rf

s n m g

Office Mix
YouTube

n

動画は、YouTube
x f s n g f

s m f

s n g f事前
に動画を視聴するように指示し、授業では演習問題を
中心に取り組むことを連絡する。

o

fc

fd

gCQ J

r s n f

n g f

x g

f p

m m f

A m g r

f x f

t x r s gx f

r mf

s x r l f

g f

o x r f

r w rf

n x f s

z x r s g f

n l f

l x r g

x r s f



f mtx

l o g f

8 psf

s n o ms mg

2

f n f

tf f z

mt l g r z f

r , z g

- f f

f z

p f

r t m r l g

f f t mg

u 60 01 f

m l f n mg

f n f v v m

f o v r tf f

i n s mg f

f r f f r m

n x r x f l

s f oz n r o

g

f m f ×

g r ×

mn n

m f r

g f

f × m mf

g

f

n g f

f m f

o f x s x l

g

) -× g m

nx r s g

)

m

m

m (

×

f v

× z x s mg

f

g tf0OF[QP

l 0OF[QP

Q g

0OF[QP Q

sf f ) s g

f m f

CQ J x r

l g s g f

n f n mg

f g

m rf

m mg

m tf

f s n v f

× z n g

f f

r mx f f

r x l g r n

f × t x

r s f m f v

x r s x m g

f g

f s t g r

v rl g

× f

glo f t z

f f

g

f f

f r g f

f m

rfx r r mg

m o n

f

z ×

) × -

f r



f rl f

m f

g

m

f

z ×

r t f

t m

m f g

( m f m f

(f) f60 01 f

m g ×

z g

m × z g

× r s

n m rf x mg

f f m f

f s o g

f s n ii

l g n

ptg

f m mg

s rf

l f f

mg

m

o x r s × s

s m g r m

o

t m f

m rf× ×

x r s f t

r m g

× x m f

x r s l f

m rf f

r n g

f r f x

o x rl f f ×

r x r tf

r m n l g ×

g t n r m

l rf f z vf

r × n

m g f m

m f n

g

f CQ J m fx

x rf

n t m f

l g

f mn

f m lo

t x r g f

x rl n g

f m f

m t v mg

n v f r srs

mf z t n g

f f t fm m

r fz

x f sz m n

l g

1- 6

r

o f s v r

m o g f

CQ JEr m gCQ J f

f x r s g

f CQ JS

r p f x

m rl g

f CQ JS x

t

g

xx f CQ JS f

f s

g

r m

m

f v



w t

r

x m g f

g

x f r

o g f

f g

s vr m of

m g

f

f

AM 3M

l

 

f s f

o r m o g

l g

g

l g n

g f

x f m x

g

f l 0RR J M9QWMJ

g

g

f

/

x l rf

m n

z m r l g f t

AM 3M rl s

f s g f

m m fAM 3M r m

o g f

f s r

l g pf

n f

n r l o

g f s

f x

l g

r m

nf n

o

f

z g f

r o g

f zo s ng

f f

g

r × mn

z g

m f

CQ JS m x n

m r g

n

g f

f m g f

mn f

sf

m g f r

n fz r l g

f 19 m

g× v

x f r w

g

� x l

� r tf r

n

� r z n

x n f

l o g o fc



fd s

f pv f

s g x f

s x

g

f x g

� 
� 
� 
� ×

� 
� 

f 0IQ J

SJOMJSJ 2 JOJPUT g

x r s ms

mg

r x r tf

m g

� 0IQ J SJOMJSJ 2 JOJPUT

� :KKMHJ 9MY

� 

� 
� 19

a pm

� 

x f x

m f s n

ng f r( n

f s n g f

m z

f n

x f s n oz g

m m z f

x z n g

� 
� 
� 

o

f mx s mx

r mtg r f r

mnx tfx

v m mn

l g f

x r f m

r x r w

m gx x f

s g f

r r o f

s f

no l o

g

6 5 - 4

r t mf r

m l f × f

r mg

mr f o

× r

g f tf

z x r m f

rl m mfx

g

5 f

m

f z mn g

r

m rf f

m g

f

mf

n l g

f

m rf m



m g

f s

g

f

m s

m g

f x s

x r g

t f

s r

l g sf

n rl gx f

x r f

s f

r mx r l g

×

g m

m f t

s f s mg

m m

mf 1 5

5 m g

g f

x r g

lt f

m no g

t × ×

f x l

rf mn v f

g

f mg

CQ J f

x r rf

m g

f

f n

z f z m g

o

f o m f m

x r g f

f g

f z l

r rfm m m

r t x r g

z m (

pt r m g

mn

f x f

r x r s g

f r m m

r x n

m mf

n r

g

f

m f m f

m

r o rf t mn n

mn l n g

4 3 6

t s l

g l f t x

m m m n g

xx f f t

r s x f r

f n tf f

s m x g

f r tm l

f m l g x fx

f

x r s o g

f mv l g

l f

f s g

s x o l g

g



x s p f

rl x r g

n ( g

c 
d QXJS QMPU QKKMHJ 9MY ×

e QXJS QMPU 0OF[QP Q

m g

 
Figure 1 黒板講義形式

3ML SJ QXJS QMPU Q

c × ) m

gd e ) s

m g

  b

  b

  b +

  + b

f ptg

3ML SJ (

pm f f

f x

x g

+ ] f f

m

, -

m m x ptg

(4 g f r

g

m l rf

ng f

x :7r f

nx rl g r

gQKKMHJ 9MY Q m f rl

f z m trf Q

m f t m

mrf lw m f s

m x r t f r l

g f f mn

g r x s

n l ng

m f m g

f ×

v m ng

f

m mtg f f

r g

o m f f

x mg

v m g

f rf

g t

m mg

o

f m

m ms mg

x rl f r

mg rmtf g

× m r

l g × f

× rf f r t

r g r g

QXJS QMPU QKKMHJ 9MY ×

r mv

m g m xo

t m n g



QXJS QMPU 0OF[QP Q

Q mf rl

f x r s mg Q

f m m rf

z r m n

g s mrf r

f s m x l g

f( f r

r m f r m o f95 r m

mgx lt o l f

rg

f f Q r v s

s f n o g f

n mt mg

z f

n s g

)

) s v

) (

) )

f m t g

)

f

z f f

t r mg f

g

f

mg v v

t f s g

r mg

s nf r

gCQ J

r l g

m nf r

l g m

g r z f r m

m f r f

t g

) s v (

f

rf s v r

mg m m l g

CQ J m f sz m

g

flt l f

l r l g

1 l f

f s g

) ( )

n f 1

m r mg

f

n r

mg

m r s

nf t r m mg

f r s g

) ) +

f f

r mg f

r n r mg

m f

s g

f

r n f m

m m m n g

6 51 2

f

m rf

f

m nf r g

r f

r l g

f rmt l g

f f r

r gx r n

t l g r

m l g

f m f

r g

m ( m rf

, + l g

g f y r

n g

m r

m f

rl f r g



p v m m f

f

x g f

m f

rl f m

v mg

5

f mn f

m r s o x r

s g f

f r

m g f

x f r

x r s rl g f

x r s g

x m

r l g

rf

x x r

l g

ms mg



 

- 1  

2 6

l -

l r m

o p

rl m

lo t po w

w po v r

x x po x

w x p l

w x m

l o gpo

hp tl

m q l

q l

x s m l

tl x

m

q m

l m ul

q m

14 6 -

l m

(

(

( (

( )

(

( +

r m

r m

w

r r m

r m l q l

r m

q l r

r r m

vt

r r m

rz

w q vl r m

l l

FC= BC r m

r x rm

3

 

z x q m

q l z

r r r svm

l l z

w x l w

l s zl l

x r m

t l

t r sm



l r t st

q sm l

g v svl

r s s xv rm

l l l q

l m

s m

j 
k 

s + r

t q mA cQ A UZ

r m

7USa Q t

7USa Q t

l r m

l t uzm

l w x l

m

7USa Q ( t(

7USa Q ) t

l t r

m l l

m +

q lZ Z  l t m

l v

w v t m

l rz l

z w v m

t ur l s w

v t rm

l

r rzm l l

w m

t r l l

rm

vt

r l m

wl g st vl

xvm

t m

(  

https://drive.google.com/file/d/178oPgqjX1jIASxQJ3

D6LPmQvJzR8p8fs/view?usp=sharing 



(  

T _/ P UbQ S SXQ O Y RUXQ P AQL IDW2aWVR N:

--P64 V X7L .)W9 bUQc1a_ 0_TM UZS

1

l w u l

rz l x

r m v l

o rp rs w

rm s q l s

m

l r r z

o p r

w s

s l

wq t m t l x

r r x s l

x r s

t wq t m l

q o tp

o p

m

t q

l

w x m l

z rw l t

l w

x s m

l UO _ R A cQ A UZ

m ul l2YMf Z

A XXe lA cQ A UZ m lRRUOQ

Ud m l

J aEaNQ lFC=

x m

(

l

u l x

s sm l w

s l x s

m l r

l s

s l x s

t m r r

l

s m

vt

l wvv m

q l w r v

rm w

q m

w x r t m

l r

x r w m w l x

r

rs wq l r w

w r m

l

x w x m

l w w t

w x rv r m



（( 動画リンク）
T _/ P UbQ S SXQ O Y RUXQ P 3eBLEW. G6 3I N

?H W6 8: 9: I4=F bUQc1a_ 0_TM UZS

1

 

t x s

u l l

q r wq l n

r m

w u l

x q m l w

r m lo p

zo p q l

x wq m

l w v r lJ aEaNQ

m

 

q l x

m

r x r

rl t

s

q r m

/ AMZM_ ZUO 94 G(+ D

/2P NQA QYU Q44

m

l w swl

rs q m  

l w

rs q m l

m

 

o p l )

s l l l

sm

q l

m

w v w x

l

r s

w s

 vt

lo x p q l

w x t

m

l

r l

w t m

rs o p rs v

tw x

wl r q m

l

w rx rm



（( (   動画リンク）
T _/ P UbQ S SXQ O Y RUXQ P d=_HWS = MO c

7+fOEY9+b6 )dGc bUQc1a_ 0_TM UZS

（( (  本編 動画リンク）
T _/ P UbQ S SXQ O Y RUXQ P =bO=WE8U75 Bc:c

)C QK +Q UPa2NeG bUQc1a_ 0_TM UZS

- 1

x t w

t m xrl r

w z l

m

lo x p

tl mo x p

l m

l

r s

r sl

w

l q l

zl

s l m

w l

q m

l

x zl

zl r

w x m l

v l w

sm

2 XQ U bUQ

U bUQ

m

l t

s m

x v m

w v z t s l

l v r

r s m l

w l w s

m l

m

l w x

s q v z

l w w m

vt

x xl

m l l

w x m v l

x w q m

q

m l z

zl u r l w

x w x



m l

w r

sm

l

l m

v x

m l

x r x

x r m

w

w x m

q wl x l

v l

r svwtl l

r w

x m l w r

rwl q

w

w m q m

w x m

l q q r

m wq s z

r l

t w z sm

l l

z l

zl

q sm

v l v

rx

rm

 

（( )  動画リンク）
T _/ P UbQ S SXQ O Y RUXQ P cYcXb.-f GSG

M)B=9bbC 4Z ++W bUQc1a_ 0_TM UZS

15

o l s

uxl l

rx p v

r wl w

q n r m

l r r l

w r t m

l l t zl

v x r s

x t m

w s zv rs

m

l

l y wl l l v

rxl tw xw

v s m

l tw x l

zl t lMlN t

lM m r M N

m r M r N

s m mM N

O O i Ml M i NlN i O (

rs

s m

l l l

l w r w v s

m l

MlN w l w rm

l l t

s m

- t l UO _ R

6dOQX ( l -

m

UO _ R A cQ A UZ (

l6dOQX l

m l

r

m - m

lo p o p

lo

rp l



m

r

l( ( s m

r l

( l)

m

s r s m l

r l l)

m q wl)

w x m

l x r l

qt r s m

vt

vz wvv m q wl

sm

l q

l z l s

w r m

l l

m v l

xl l rl

x r w v m

l w z

w x l

v l l

w m

l x

rm

wl l l

z o p l

w r v q m

l w

u l l w

r l wq v m v

x

m l r

l rm w r

w r m

l

l 4AF

r l w x x

rm r lq

w rm

l 9QXX ddd

l l lu z

r v w rm

s r q wl

z q m v

wl s r

wq m 

（(   動画リンク）
T _/ P UbQ S SXQ O Y RUXQ P V:.( 5a.48+= )E

WCRQ S 4R - d HC bUQc1a_ 0_TM UZS

（(  挿入ソート倍  動画リンク）
T _/ P UbQ S SXQ O Y RUXQ P N.U:Y - ST=RK

MB S=?FVf56DaHFQQ bUQc1a_ 0_TM UZS

(  挿入ソート４倍  動画リンク）
T _/ P UbQ S SXQ O Y RUXQ P D TAaP NBA C4S4

P5GTUa+)?P DGTcX bUQc1a_ 0_TM UZS



-

rs w

r x rs

r x v

u m

s ro p r

u m

v o p r

u m t

x m

s o p u svl

w s x v

l s m

w s zv rs

x l l xl (

u m

A cQ A UZ

2P NQ A QYUQ Q 6XQYQZ _

u m

o p x lA cQ A UZ

r l

r x

m

vt

x s

wl rs w

y v m

t s wl

r m

r o gp t

x t r m

( +

T _/ P UbQ S SXQ O Y RUXQ P ( dQV9((CO(8=

I J b_Q8 d H(cX bUQc1a_ 0_TM UZS

q

rwq l

n w x m

l

rw xz z w x m

l

x

r q t m l

w l x w

q m v l l

z l

w q l

w s m

l l

w w q

t r m

l s

w vl rx rm

l l

) l l

l r

m rl

s r m



rzwl

x s w zl

w l

w rm l

z w xl

w rzm

l l x w

rm l

r l

z x r q r m l

rs l w x

r m

r t r l

rm

HQN

FC= T / ccc _ QO QP V W W Ve T O YY



【投稿論文】 
 

 
新科目「情報Ⅰ」に向けた情報入試のセキュリティ分野に対応する授業実践の効果  

埼玉県立新座柳瀬高等学校  教諭 藤巻 朗 
はじめに 

 2018年3月に告示された高等学校の新学習指導要領

[1]においてプログラミングや情報セキュリティの基

礎などを学ぶ「情報Ⅰ」が必修となる。このことを受

け文部科学省は、大学入試センター試験に代わる大学

入学共通テスト（以下、新試験）で「情報」を出題の

教科に加える検討を始め2024年度のテストから実施を

目指すという[2]。ここで新学習指導要領共通教科情報

科の科目編成の中に「コンピュータついての本質な理

解に資する学習活動としてのプログラミングや、より

科学的な理解に基づく情報セキュリティ関する学習活

動を充実した」と示されていること、更に主として専

門学科において開設される専門教科情報科において

「情報セキュリティ」という科目が新設されることか

ら、情報セキュリティについてはプログラミングと並

び重要視される分野の一つであるといえる。したがっ

て新試験においても確実に出題される分野であること

は明白である。そこで本稿では現在の情報入試におい

て特に情報セキュリティ関連分野で実際に出題されて

いる内容を分析し、今後新試験において重要視される

ことが高いと予想される部分について、対応が可能と

なる授業内容について考察する。 

 

１ 新学習指導要領における情報セキュリティ  
共通必履修科目「情報Ⅰ」では、全ての生徒がプロ

グラミングのほかネットワーク（情報セキュリティを

含む）やデータベースの基礎等について学習すること

になる。特に情報セキュリティ関連分野については、

高等学校学習指導要領解説情報編（以下、指導要領解

説）[3]によると「情報に関する法規や制度、情報セキ

ュリティの重要性、情報社会における個人の果たす役

割や責任及び情報モラルについて理解すること」（P23）、

「情報通信ネットワークの仕組みや構成要素、プロト

コルの役割及び情報セキュリティを確保するための方

法や技術について理解すること」（P35）と書かれてい

る。「情報の活用能力と情報モラルの充実」を重視して

いる現学習指導要領(以下、現指導要領)と比較しても、

個人認証やソフトウェアのセキュリティ更新プログラ

ムを適用する必要性、通信されるデータを暗号化する

プロトコル、ディジタル署名やディジタル証明書など

の情報セキュリティを確保するために開発された技術

の仕組みと必要性などの分野はより一層重要視される

内容であると考えられる。 

また、情報処理推進機構（以下、IPA）が発表してい

る「情報セキュリティ10大脅威 2018」の個人向け発表

資料[4]によると、ネットバンキングなどの不正利用、

ランサムウェアといったここ数年で猛威を振るう脅威

が上位にランクインしている。 

表1：情報セキュリティ10大脅威 2018（個人向け） 

実際に生徒もスマホなどでゲームサイト等を利用した

際知らぬ間に課金していたなどのトラブルも多発して

おり、この傾向は今後も続くと思わる。中でもマルウ

ェアへの対応、パスワードの適切な管理、ウェブサイ

トの十分な確認ついてはIPAでも共通の対策として挙

げている。 

更に、筆者は毎年4月当初に新入生に対するインター

ネット利用等に関する意識調査を行っており、今年度

は総務省の「青少年のインターネット・リテラシーに

関する実態調査」[5]にも協力した。その中から「イン

ターネット利用について意識していること」について

の項目の中で、特に低い回答となった一部を以下に示

す。(表2) 

表2：インターネット利用について意識していること 

これらの結果から、今後はマルウェア対策及びなり

すましや安全なサイトの確認方法については確実に重

要視される分野であるといえる。具体的には、マルウ

ェアの知識、なりすまし対策としてパスワード運用や

認証、安全なサイトの見極め方として公開鍵暗号方式

を基盤としたディジタル署名といった「利用者側とし

ての脅威への対策」であり、特にこの三点が新学習指

1位 
インターネットバンキングや 

クレジットカード情報等の不正利用 

2位 ランサムウェアによる被害 

3位 ネット上の誹謗・中傷 

4位 
スマートフォンやスマートフォン 

アプリを狙った攻撃 

5位 ウェブサービスへの不正ログイン 

プロフや掲示板にはなりすましがあるこ

とを常に意識し、インターネットを利用し

ている 

31.9％ 

個人情報を入力するときはセキュリティ

が高くて信頼できるウェブサイトかどう

か確認してから入力するようにしている 

26.7％ 



導要領で求められる情報セキュリティの内容であると

考えることができる[6]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：今後重視されると考えられるセキュリティ 

 

２ 情報入試の出題内容 

情報入試研究会では現在「情報」を一般入試科目と

して実施している大学一覧と入試過去問題を公開して

いる[7]。その公開資料を参考に埼玉県近隣都県が所在

地である慶應義塾大学の「総合政策」学部と「環境情

報」学部（以下、慶應SFC）、明治大学の「情報コミュ

ニケーション」学部、駒沢大学の「グローバル・メデ

ィア・スタディーズ」学部の三校、更に国立大学であ

る高知大学の理工学部、およびセンター試験科目であ

る「情報関係基礎」において2016年～2018年度までの

三年間に出題された内容より、特に情報セキュリティ

関連の分野別出題率について分析した結果を図２に示

す。ここで分類項目の内容は、以下のとおりとした。 

概念：ID・パスワード管理や生態認証、 

ウイルス関連知識など 

技術：サイバー攻撃の手口・対策及び暗号化技術や 

公開鍵基盤など 

倫理：個人情報の扱いやプライバシー保護など 

知財：著作権や産業財産権などの知的財産権 

法規：その他の関連する法規 

 

図２：セキュリティ分野別出題率 

現指導要領では「情報モラルの充実」を重視してい

ることからも、50％以上は情報倫理や知的財産権、法

規に関する知識が問われていることが分かる。この範

囲は中学校における技術・家庭科の技術分野から継続

されており、中でも知的財産権の種類や保護の対象範

囲・内容、個人情報やプライバシー情報を取扱う際の

留意点などを中心に万遍なく出題されている。今後は

前章で述べた理由から「利用者側としての脅威への対

策」についての出題が増えることは容易に予測するこ

とができる。実際のところ現在の情報入試で出題され

ている内容はIPAの情報処理技術者試験等の過去問題

と同程度の難易度であることが分かるが、その詳細に

ついては別稿にて述べることにする。 

次章以降では新試験に対応した授業の実践例とその効

果の検証を行う。 

 

３ 授業の実践  
（１）セキュリティ概念 

コンピュータウイルス（マルウェア）に関する知識

として、ウイルス対策ソフトを導入すること及び定義

ファイルを常に更新することについては、一般常識と

して小中学校等でも学ぶ機会が多いようである。授業

では用語や手口の解説程度で十分な定着が見られた。 

パスワード管理と認証については体験させることが

重要であると考えている。本校では一学期最初の情報

の授業において一年間利用するPCのパスワードを各自

設定している。その際最初に条件等を特に指定せずに

設定させた結果、90％以上の生徒が自分の携帯番号な

どが中心の数字のみまたは氏名などが中心のアルファ

ベット小文字のみで設定、98％が両方混ぜたが8文字以

内で設定という結果であった。一般的に適切なパスワ

ードの条件として「数字およびアルファベット大文字

と小文字さらに記号を混ぜ8文字以上で単語等にはし

ない」などとされているが、後述するような授業を実

践後パスワードの再設定を行った結果ほぼ全員が条件

を満たすようなパスワード設定をするようになった。 

授業では、仮に1秒間に約200万通りの組み合わせを

試すことが出来る性能を持つコンピュータでブルート

フォース攻撃を行う場合の試行時間を計算させた。数

字のみ8文字のパスワードの場合約50秒、数字と英語小

文字のみの8文字の場合約16日で解析可能となる。数

字・アルファベット大文字小文字を混ぜて8文字以上の

パスワードを設定した場合約200兆通りの組み合わせ

を試す必要があり、すべてを解析するのには約3年半掛

かる事と比較をさせた。更にフリーのパスワードチェ

ックサイト[8]を用いて、実際のパスワード強度の評価

を行った（図3、4）。 

概念
24%

技術
25%倫理
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14%
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図３：パスワード強度チェッカー 

 
図４：Secure Password Check  

ブルートフォース攻撃の手口を実感したことで生徒自

らが設定したパスワードの弱点の“気付き”へと繋が

ることが重要であり、他のサイト等で同じパスワード

を使い回すことによる脅威へと発展できる。サイバー

攻撃の一つであるパスワードリスト攻撃はまさにこの

脆弱性を突いたものであり、その対策の一つとして記

憶に頼ることのない生体認証があることなど理解しや

すくなる。参考までにランサムウェアやパスワードリ

スト攻撃に代表されるサイバー攻撃の手口をはじめ指

紋や虹彩を利用した認証の知識は、慶應SFC等を中心に

現在数年続けて出題されている。 

 

 
図５：手口の理解から対策の理解へ 

またこのあたりの内容は、SNS利用の際のLINE-ID管理

など入試以外のセキュリティにも直接関係する。 

 

（２）セキュリティ技術  
高校生に限らずスマホを中心としたインターネット

利用者がほぼ100％である状況を考えると、安全なサイ

トの見極め方の教育も重要な分野である。安全なサイ

トの確認方法の一つとして、URLがhttpsで始まるブラ

ウザの鍵マークを確認することなど重要な知識である。

その前提として機密性を保つための技術である暗号化

や完全性を保つ技術であるディジタル署名など新試験

でも問われる可能性は高い。ただし理論自体に高度な

部分もあり、利用する教材により取扱い方もまちまち

である。結果の詳細は省略するが特に公開鍵暗号方式

について、受信者が異なる暗号化鍵と複号鍵のペアを

作成すること、及び暗号化鍵を公開（配布）して復号

鍵を秘密鍵として管理することの理解が難しいようだ。

この単元については定期考査等の結果からも定着率が

低い結果となり更に工夫が必要な単元といえる。 

授業ではマスターキー付き南京錠と封筒を数セット

用意して、受信者役1名及び送信者役数名を指名し仕組

みを実演させた。まず受信者役は送信者役全員に南京

錠と封筒を配布する。送信者は自分で秘密文を書いて

封筒に入れて穴を開け、南京錠を穴に掛けて受信者に

手渡す。南京錠の開錠が可能なのはマスターキーを所

持している受信者のみであり、マスターキーを秘密で

管理することにより公開鍵暗号方式が成立することを

示した。単純に閉める鍵と開ける鍵が異なる場合の例

として南京錠を取り上げたが、他の例も考える必要が

あるだろう。 

 

 

 

 

鍵の絵出典 https://cspssl.jp/guide/ 

基礎から学ぶSSL入門ガイド 

 
 
 
 

図６：PKI の基礎技術の理解から   

      安全なサイトの確認方法の理解へ 

しかしSSL通信に関しては、実際にSSLサイトにて鍵
マークをクリックして証明書を表示させ、有効期限な

どの内容を具体的に説明することでhttpsプロトコル
や証明書を確認することの意味についてある程度定着

したことが確認できる。  
 

機械的なパスワード解析の攻撃手口を実感させる

自ら設定したパスワードの弱点に”気付く”

生体認証などサイバー攻撃への対策の理解へ

PKIの基礎知識の継続的な理解

安全なサイトの確認方法の定着



４ 定期考査より検証 

本章では、実際に情報入試で出題された問や同等の

難易度であるマルウェアへの対応、パスワード管理と

認証、暗号化とディジタル署名に分類される数問を定

期考査にて出題した正答率から、授業実践の効果につ

いて考察する。  
（１）マルウェアへの対応  
① PCで行うマルウェア対策のうち適切なものは 

どれか。 

イ ウイルスがPCの脆弱性を突いて感染しない 

ようにOS及びアプリケーションの修正パッチを 

適切に適用する。 

（出典）：情報セキュリティマネジメント試験  

2016年春期午前問14 

② コンピュータウイルス対策に関する記述のうち、 

適切なものはどれか。 

イ ウイルス対策ソフトウェアのウイルス定義 

ファイルは，最新のものに更新する。 

（出典）：ITパスポート試験サンプル問題2009年 

表3：マルウェアに関する正答率 

① ② 

93.8% 80.0% 

 

前章でも述べたように、小中学校等でも学ぶ機会が

多い単元であり高い正答率となった。なお、定義ファ

イルや修正パッチの適用については情報関係基礎2016

年問1、慶應SFC2018年にて同程度の内容が出題されて

いる。また表にはないが、ソフトウェアのセキュリテ

ィパッチを正しく適用することが対策の一つとなるラ

ンサムウェアや標的型サイバー攻撃などについても用

語や手口を説明するだけで十分な定着が見られた。 

（２）パスワード管理と認証 

① パスワードの長さが8文字で各文字に使用できる 

文字の種類がM種類のとき、設定できるパスワード 

の総数を表す式はどれか。 

エ M8 

（出典）：ITパスポート試験 2016年春期問51 

② 不正取得した既に他のサイトで認証に成功して 

いるIDとパスワードのリストを流用し、連続自動 

入力プログラム等を用いてIDとパスワードを 

入力しWebサイトへのログインを試行する手口を 

何というか。 

（出典）：慶應SFC 環境情報学部 2015年度 

③ バイオメトリクス認証に関する記述として、適切 

なものはどれか。 

イ 認証用のID やパスワードを記憶したり、 

鍵やカード類を携帯したりする必要がない。 

（出典）：ITパスポート試験 2015年秋期問59 

表4：認証に関する問と正答率  
① ② ③ 

84.4% 81.8% 83.3% 

前述した指導要領解説にも実際に例として、「サイバ

ー犯罪などの原因を調べ、対策を考えることを通して、

推測されにくいパスワードや生体認証などの個人認証

の必要性…」と挙げていることからも効果が確認でき

る。なお、生態認証に関して直近では2017年度慶応SFC、

パスワードの総当り攻撃への対策は2016年度高知大学で

も同程度の内容が出題されている。 

 
（３）暗号化とディジタル署名  
① なりすましメールでなく、EC（電子商取引） 

サイトから届いたものであることを確認できる 

電子メールはどれか。 

ウ ディジタル署名の署名者のメールアドレス 

のドメインがECサイトのものであり、署名者の 

ディジタル証明書の発行元が信頼できる組織 

のものである。 

（出典）：情報セキュリティマネジメント試験  

2016年秋期午前問28 

② オンラインショッピングサイトに接続したとき、 

ブラウザにSSL鍵マークが表示された。さらに、 

サーバ証明書が、目的のオンラインショッピング 

サイトの運営者のものであることを確認した。 

このとき、次の a～cのうち，判断できるもの(○) 

と判断できないもの(×)の適切な組合せはどれか。 

a．アクセスしているショッピングサイト 

運営者の財務状況は安定している。 

b. アクセスしているショッピングサイトは 

偽のサイトではない。  
c. 利用者が入力した個人情報，注文情報を 

途中経路で盗み見られることはない。 

（出典）：ITパスポート試験2010年秋期 問80 

表5：SSL通信に関する問と正答率 

① ② 

74.2% 92.9% 



指導要領解説では「個人認証や情報の暗号化、通信

されるデータを暗号化するプロトコル、ディジタル署

名やディジタル証明書などの情報セキュリティを確保

するために開発された技術の仕組みと必要性などにつ

いて理解するよう…」と挙げていることからも効果が

確認できる。なお無線LANの暗号化について明治大学

2015年、認証局について情報関係基礎2018年問1に出題

された。更に今年度（2018年）の情報関係基礎問1にお

いて、受信者が異なる暗号化鍵と複号鍵のペアを作成

して暗号化鍵を公開鍵とし復号鍵を秘密鍵とする公開

鍵暗号方式の仕組みについて問われた。 

定期考査数問の結果からだけでは十分ではないが、

「利用者側としての脅威への対策」を重視した授業の

実践により、新試験への対応が期待できるといえる。 

 

５ 今後必要とされる情報セキュリティ教育 

新学習指導要領の一つの柱であるプログラミングに

ついては、小学校におけるプログラミング教育の必修

化および中学校における技術・家庭科（技術分野）に

おいてプログラミングに関する内容を拡充すると示さ

れ、高等学校では「情報Ⅰ」により全ての生徒がプロ

グラミング学習することになる。プログラミング教育

を充実させる目的として「プログラミング的思考」の

育成を挙げており、ここでいう「プログラミング的思

考」とは、物事には手順があり手順を踏むと物事をう

まく解決できるといった論理的に考えていく力のこと

である。つまり実際のプログラムのコード解析等には

踏み込まず、問題解決能力の育成が重視されることに

なる。現在の情報入試でもアルゴリズムとプログラミ

ングは文章で記述された処理手順の穴埋め問題が中心

であり、今のところ言語に関する出題は見られない。

参考までにIPAの基本情報技術者試験[9]のアルゴリズ

ムとプログラミング問題については処理の流れを示し

た “擬似言語” を利用している。表記の仕方に多少

の違いがあるが同レベルの内容であり、授業にも情報

入試にも対応可能であると考えている。（図７） 

またもう一つの柱である主体的・対話的で深い学び

については、例の一つとしてIPAが国家資格として定め

た「情報処理安全確保支援士」の有資格者に対して資

格維持の条件として受講が義務付けられている「集合

研修」の内容など参考になる[10]。詳細は省略するが

まさにアクティブ・ラーニングの形式で行われており、

情報セキュリティインシデントに関するシナリオに沿

った演習に対してグループディスカッションを中心に

取り組むことでインシデント対応の検知・分析から再

発防止までの一連の流れの理解を深め、実業務への応

用のための気付きを得ることが出来た。内容自体は非

常に高度であり高校で扱うべきセキュリティ教育を超

える部分も多いが、類似な実践内容によりプログラミ

ング教育の目的の一つとして挙げた「問題解決能力の

育成」にも繋がることが期待できる。今後は「情報Ⅰ」

においても実践が可能になるような高校生対象の具体

的事例を考えて考察していきたい。内容によっては大

学等の高等教育機関との「高大連携」や企業との「産

学官連携」も更に必要となることは確実であるが、具

体的な提案等別稿にて述べる予定である。実際に大学

と産学官連携した情報セキュリティ人材育成プログラ

ムとして、文部科学省の「先導的ITスペシャリスト育

成推進プログラム」に採択された「ISSスクエア」[11]

や「分野・地域を越えた実践的情報教育協働ネットワ

ーク（enPiT）」[12]などが大学・大学院を拠点として

既に始動しており、その実践内容は大いに参考になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７：基本情報技術者試験の擬似言語例 

本校でも将来情報系への進路を希望している数名は

大学等が高校生を含めた学生対象に長期休業期間に開

講している公開講座[13]などに参加しており、「高大連

携」の第一歩と考えて実践している。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

図８：今後求められるセキュリティ教育 

 

プログラミング的思考の重視

実践的な問題解決能力の育成

高大連携や産学官連携も必要



おわりに 

新試験は2020年度から始まる。新指導要領に対応す

るため2024年度に再び大きく変わることを受け、文部

科学省は2021年度に実施方針を公表する予定だという。

情報入試に関しても詳細は未定だが、文部科学省が「情

報モラル教育に加え情報の信頼性や信憑性を見極める

能力の育成を目指す」と示したことからも、情報セキ

ュリティに関して利用者側としての脅威への対策が重

視されることの一つのとなることは容易に予測できる。

今後は他の出題範囲であるアルゴリズムや問題解決の

分野などに関してももう一歩踏み込むことで、更なる

考察をしていきたい。 
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2019.1.21最終アクセス 
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平成３０年度 事業報告 

【本研究会主催分】 

月日 行 事 名 
参加

者数 
会  場 お も な 活 動 内 容 

5/23 

(水) 

第１回常任理事会 

総会及び講演会 
38 大宮高校 

・常任理事会 総会について 

・総会 (役員、予算、事業計画) 

  協議事項 

   1. H29年度事業報告 

   2. H29年度決算について 

   3. H30年度役員改選について 

   4. H30年度事業計画について 

   5. H30年度予算について 

・講演会 

  「高等学校情報科の現状と情報入試」 

  電気通信大学 准教授 中山 泰一先生  

7/6 

(金) 
第 1回研究委員会 8 

浦和第一女子

高校 

・委員長選出 

・本年度の活動方針、研究テーマの決定 

・全国大会での発表について 

8/27 

(月) 
施設見学会 15 

富士通デジタル 

・トランスフォ

ーメーション・ 

センター 

・施設見学会 

 ＡＩ技術の最新動向・事例紹介 

 ワークショップ体験 

10/18 

(木) 
第 2回研究委員会 8 入間向陽高校 

・具体的な研究内容について 

・研究活動の分担について 

11/9 

(水) 

授業見学会 

および研究協議会 
11 川越高校 

・授業公開「グループによる知的財産権学習」 

  授業者：川越高校 村口 将美 教諭 

・研究協議 

12/11 

(火) 
第 3回研究委員会 8 春日部高校 

・実践報告のまとめ方について 

・各委員の研究内容について 

1/5 

(金) 
研究発表会 20 川越南高校 

・研究発表 5本 

・講演会「高等学校新学習指導要領のデータ 

サイエンスを教えるために知って 

おいてほしいいくつかのこと」 

千葉県立千葉中学校・千葉高等学校 

教諭 大橋 真也 先生 

1/21 

(月) 
第 4回研究委員会 8 川越南高校 

・実践報告のまとめ方について 

・全国大会発表について 

3月 

下旬 
第 2回常任理事会 20  

・本年度の反省、来年度の役員案、行事案、

予算案、来年度総会について 

3月 

下旬 

情報教育研究会 

  研究会誌発行 
   

    
研究委員会では上記の他にメーリングリスト

による議論・報告等を行った。 

 

 

 



  

【後援・協賛事業】 

月日 行 事 名 
参加

者数 
会  場 お も な 活 動 内 容 

6/23 

(土) 

～ 

24(日) 

日本情報科教育学会 

第 11回全国大会 

 

200 東京学芸大学 

・主催：日本情報科教育学会 

・テーマ：「プログラミング教育がもたらす 

情報科イノベーションの形」 

・研究発表、総会、基調講演、招待講演、 

パネルディスカッション 

7/7 

(土) 

全国大会実行委員会 

・研究協議会 

（本研究会協賛事業） 

16 
秋田県立秋田

明徳館高校 

・第 11回全国大会(秋田大会)開催に向けて 

研究協議 

（本県から実行委員 2名派遣） 

8/1 

(水) 

～ 

3(金) 

東大情報教育研修 

（本研究会共催事業） 
39 

東京大学 

駒場ｷｬﾝﾊﾟｽ 

・主催：情報処理学会ＳＳＲ 

 （全国高等学校情報教育研究会、 

  東京都高等学校情報教育研究会共催） 

第 7回東大での『一般情報教育』を 

         体験しよう 2018 

・「プログラミング体験に適した処理系と 

  その特徴」 

・「コンピュータの仕組みを学ぶためのアセ 

ンブリプログラミング体験、JavaScript 

言語による高水準言語の特性、テストケ 

ースの記述、Webページプログラミング」 

・「メディア・リテラシーと学校の ICT活用」 

・「情報教育と情報化の学習評価」 

8/9 

(木) 

～ 

10(金) 

全国高等学校 

情報教育研究会総会 

 

第 11回全国高等学校 

情報教育研究大会 

（秋田大会） 

（本研究会協賛事業） 

 

252 
秋田公立美術 

大学 

・主催：全国高等学校情報教育研究会 

・総会  役員、事業案の決定、決算、 

予算案の承認 

・テーマ：「新時代の学びをリードする 

情報教育-秋田から全国に向けて」 

・講演 

 東北大学 大学院情報科学研究科 

教授 堀田 龍也 先生  

・ライトニングトーク 

・ポスターセッションによる発表 25本 

・分科会発表 24本(本県からの発表 2本) 

・講評講演 

  国立教育政策研究所 教育課程調査官 

  文部科学省生涯学習政策局 教科調査官 

 鹿野 利春 先生  

10/27 

(土) 

高校教科「情報」 

シンポジウム 2018 秋 

（本研究会協賛） 

120 
早稲田大学 

西早稲ｷｬﾝﾊﾟｽ 

・主催：情報処理学会情報処理教育委員会 

 テーマ：「2022年、高等学校学習指導要領。」 

10/29 

(月) 

全国大会実行委員会 

  ・研究協議会 

（本研究会協賛事業） 

17 
和歌山県立 

和歌山高校 

・第 12回全国大会（和歌山大会）開催に 

向けて 

（本県から実行委員 1名派遣） 

 



  

平成３０年度 埼高情研 役員 

 

平成３０年度 埼高情研 顧問 

役員名 氏 名 所属・職名 

会長 松本 英和 皆野高等学校・校長 

副会長 浅見 和義 皆野高等学校・教頭 

副会長 川窪 慶彦 寄居城北高等学校・教頭 

監事 杤原 正浩 大宮高等学校・教頭 

監事 齋藤 実 大宮高等学校・教諭 

幹事長(事務局) 春日井 優 川越南高等学校・教諭 

幹事(会計) 細沼 智之 鷲宮高等学校・教諭 

幹事(会計) 沖田 敦志 所沢北高等学校・教諭 

幹事(行事) 柳澤 実 熊谷西高等学校・教諭 

幹事(研究委員会) 曽田 正彦 入間向陽高等学校・教諭 

幹事(全国大会・行事) 大谷 光 草加東高等学校・教諭 

常任理事(東部) 石井 政人 三郷北高等学校・教諭 

常任理事(東部) 城 泰介 庄和高等学校・教諭 

常任理事(西部) 大場 拓八 所沢西高等学校・教諭 

常任理事(西部) 古屋 俊太 川越女子高等学校・教諭 

常任理事(南部) 竹内 律子 大宮武蔵野高等学校・教諭 

常任理事(南部) 横井 綾香 大宮南高等学校・教諭 

常任理事(北部) 石丸 匡章 坂戸高等学校・教諭 

常任理事(北部) 天井 崇人 滑川総合高等学校・教諭 

氏 名 氏 名 氏 名 

神山 輝夫 松村 秀 舘 眞一 

矢部 秀一 野島 一郎 西山 茂 

小玉 清司   



  

平成３０年度 埼高情研 高連研役員 

 

 

平成３０年度 埼高情研 研究委員会 

 

役員名 氏 名 所属・職名 

理事 松本 英和 皆野高等学校・校長 

評議員 
浅見 和義 皆野高等学校・教頭 

川窪 慶彦 寄居城北高等学校・教頭 

事務担当 

(○印会計) 

春日井 優 川越南高等学校・教諭 

○細沼 智之 鷲宮高等学校・教諭 

◯沖田 敦志 所沢北高等学校・教諭 

役員名 氏 名 所属・職名 

委  員  長 髙野 将弘 春日部高等学校・教諭 

委     員 天井 崇人 滑川総合高等学校・教諭 

〃 沖田 敦志 所沢北高等学校・教諭 

〃 尾又 香 飯能高等学校・教諭 

〃 富田 平 浦和第一女子高等学校・教諭 

〃 宮﨑 万希子 新座柳瀬高等学校・教諭 

〃 脇坂 進司 飯能南高等学校・教諭 



  

埼玉県高等学校情報教育研究会会則 

第 1 章 総則 

第１条 本会は、埼玉県高等学校情報教育研究会と称し、事務局を会長の指定する学校におく。 

 

第 2条 本会は、埼玉県高等学校の教科「情報」の振興に努めると共に会員相互の研鑚をはかることを

もって目的とする。 

 

第 3条 本会は、埼玉県高等学校連合教育研究会に属し、県内高等学校の教科「情報」の教職員および

本会の趣旨に賛同する者によって組織する。 

第 2 章 事業 

第 4条 本会は、その目的の達成のために、次の事業を行う。 

1 教科「情報」に関する調査研究 

2 見学会・研修会の実施 

3 研究発表会・講演会の開催 

4 研究会誌その他の発行 

5 その他必要な事業 

第 3 章 役員 

第 5条 本会には、次の役員を置く。 

1  会長     1名 

2  副会長    若干名 

3  研究委員長  １名 

4  研究委員   若干名 

5  常任理事   8名程度 

6  理事     各校より 1名 

7 幹事     若干名 

8  監事     若干名 

 

第 6条 役員は会員の中から、次の方法で選出する。 

1 会長、副会長および監事は、常任理事会において選出し、総会で承認を受ける。 

2 常任理事は、理事の中より東西南北それぞれの地区から 2名程度選出し、総会で承認を受ける。 

3 研究委員は、常任理事会において選出する。ただし、委員会の活動状況に応じて増員すること

ができる。 

4 研究委員長は、研究委員会において選出し、常任理事会で承認を受ける。 

5 理事は、各校より 1名選出する。 



  

6 幹事は、会長が委嘱する。 

 

第 7条 役員の任務は次のとおりとする。 

1 会長は本会を代表して、会務を総理する。必要により会議を招集し、その議長となる。 

2 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

3 研究委員長は研究委員会を代表して、会の業務を行う。 

4 常任理事は理事を代表して、会の運営に当たる。 

5 理事は各学校の会員を代表して、会の運営に当たる。 

6 幹事は会の事務および会計を担当する。 

7 監事は会計の監査にあたる他、常任理事会に出席して助言を与えることができる。 

 

第 8条 本会の役員の任期は 1カ年とし、再任を妨げない。 

 

第 9条 本会は顧問を置くことができる。顧問は本会に特別に関係のある者の中から理事会の推薦した

者について会長が委嘱する。顧問は会長および常任理事会の諮問に応ずる。 

第 4 章 総会 

第 10 条 総会は年 1 回、会長が招集する。また会長は必要があれば、臨時に総会を招集することがで

きる。 

 

第 11条 総会においては、次のことを行う。 

1 会則の改正 

2 会務および事業報告 

3 決算の承認 

4 予算の決議 

5 役員の改選 

6 その他必要な事項 

 

第 12条 総会の議決は、多数決による。 

第 5 章 常任理事会等 

第 13条  評議員会および常任理事会は、会長が招集し、会務を議しその運営に当たる。 

第 6章 研究委員会 

第 14 条 本会に教科「情報」の研究委員会を置く。研究委員会は、教科「情報」に関する研究調査を

行い、また会員並びにその他研究団体との連絡提携に当たる。 



  

第 7章 編集委員会 

第 15条 本会事務局に編集委員会を置く。編集委員は研究委員、常任理事および幹事がこれに当たる。 

 

第 16 条 編集委員会は、研究会誌、研究委員会の研究成果物の発行、その他必要な情報の提供に当た

る。 

第 8 章 会計 

第 17条 本会の経費は、埼玉県高等学校連合教育研究会の交付金および寄付金をもって当てる。 

 

第 18条 本会の会計年度は、毎年 4月 1日より翌年 3月 31日までとする。 

 

附則 

第 1  本会則は平成１６年１月７日より施行する。 

第 2  会則の一部改正   平成２４年６月 ５日 

第 3  会則の一部改正   平成２５年５月２７日 

第 4  会則の一部改正   平成２６年５月２６日 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［編集後記］ 

 2018年度会誌15号も教育局県立学校部高校教育指導課髙井潤指導主事、埼玉県立総合教育センター大塚幸誠
指導主事をはじめとして多くの方のご協力のもと無事発行することができました。関係する皆様方に感謝を申

し上げます。  
 2018年度は高等学校情報科にとって大きな節目の年になりました。5月には、未来投資会議で新設科目「情
報Ⅰ」を入試科目とする検討が始まりました。また7月には、2017年度末に公示された学習指導要領の解説が
示されました。さらに同じ7月には、大学入試センターから情報の入試問題案の募集があり、各校に通知され
ました。2019年度は各学校で新学習指導要領を実施するための教育課程の検討が本格化すると思われます。こ
れからの高校生が社会の中心になって活躍する時には、人工知能が広く浸透するなどの大きな社会の変化があ

ると思われます。このような時代に必要な資質や能力を生徒が身につけられるよう、先を見据えて情報教育を

一つひとつ積み上げていく必要があります。情報科の教員が1名だけという学校は多くありますが、「チーム埼
玉」として情報科教員がつながり、これらの課題に向かっていく必要があると思います。本研究会がその役割

を果たせるよう、さまざまな活動を進めていけたらと考えています。  
 編集委員（か）  

 
 
［謝辞］ 

本研究会は、公益財団法人日本教育公務員弘済会埼玉支部からの助成を受けております。巻末ではあります

が、御礼申し上げます。  
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